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える。子育て支援については様 な々施策が打ち出されており、A 市助産師会でも 2013 年より、厚生労働省の産前・
産後の継続した母親への支援事業の一環として、妊娠中から育児期へと継続して仲間づくりができる機会を提供す









　2015 年 10 月～ 12 月に行った。
2.	研究参加者















　会場は A 市 B 区保健福祉センター。産前・産後に継続したケアが受けられるように A 市内で開業する助産
師が中心となって、初回開催日に妊娠 24 週から 31 週となる初産婦を対象に妊娠期 2 回、産後 1 回の 3 回を1
コ スーとした集団指導を行っており、実施時間はいずれも150 分である。
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先輩ママからのエール（第 2 回） 親子同窓会　情報交換（第 3 回）
表 1．“プレママひろば”のプログラム
ねらい・開催時期 内容 参加人数（2015 年度）
第 1 回　マタニティ編
出産に向けての心身の準備と仲間づくり
































　研究協力者は 6 名、母親の平均年齢は 31.67± 2.50 歳であった。背景を表 2 に示す。
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表 2　研究協力者の背景
年齢 出産歴 職業 出産施設 分娩様式 家族形態 子どもの月齢
a 30 歳 初産婦 理学療法士 ア総合病院 経膣分娩 核家族 10 カ月
b 36 歳 初産婦 専業主婦 イ総合病院 帝王切開術 核家族 11 カ月
c 31 歳 初産婦 保健師 ウ総合病院 経膣分娩 核家族 12 ヵ月
d 33 歳 初産婦 看護師 ア総合病院 経膣分娩 核家族 12 ヵ月
e 29 歳 初産婦 看護師 ア総合病院 経膣分娩 核家族 12 ヵ月
f 31 歳 初産婦 会社員 エ総合病院 経膣分娩 核家族 12 ヵ月
3.	“プレママひろば”における継続支援の効果



















































親子同窓会は、産後に同じ月齢の子どもや母親と触れ合いたいという母親のニ ズーに即していたが、産後 1 回
限りの集まりのため、その後も親子が気軽に交流できる場の提供を考えていくことが必要だと思われる。
5 結論
　今回、妊娠期から産後までの継続支援を受けることによってもたらされる効果と地域で必要とする子育て支援を
知るために、本調査を行った結果、“プレママひろば”各回で目標としている①出産に向けての心身の準備と仲間
づくり、②産後と育児の生活のイメージ化、③育児についての情報交換は達成できていた。母親達は“プレママひ
ろば”に参加し同じ境遇の母親達と触れ合うことで共通理解を深め、自分の妊娠・出産・育児への不安や悩み、
期待、喜びを分かち合い、日頃のお互いの頑張りを認め合うことで今後の育児への励みとしていた。また、親子で
気軽に参加できる場を提供することが今後の課題である。
　今後も母親が安心して産み育てられるよう、A市助産師会と協力して産前産後の継続支援に取り組んでいきたい。
　保健福祉実践開発センターが企画する報告会で発表するとともに、せいれい看護学会または日本助産学会での
発表を予定している。
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